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１．要約

源氏物語の鑑賞に役立つ各種の情報を、IT技術を駆使して使いやすい形に整理し、さらに源氏物語に興味を持つ人たちの新たなコミュケーションツールにもなりうるソフトウェアを開発しました。

２．背景及び目的

現在、源氏物語の本文、注釈、現代語訳などを使いやすい形に整理して公開す

るWebサイトとして、「源氏物語の世界　再編集版」があります。そのサイト

では、高千穂大学の渋谷教授がWebサイト「源氏物語の世界」で公開している

源氏物語の本文、注釈、現代語訳などを読みやすい形式に再編集して公開して

います。

この再編集は、専用の再編集プログラムを作って行っていますが、現状では、

渋谷教授の本文、注釈、現代語訳に特化しているため、柔軟性に欠けています。

そこで、今回は、この再編集プログラムのデータ構造に着目し、それを整理・

改善して、新たなコミュケーションツールに必要な柔軟性を獲得することを主

目的とした開発を行いました。

また、このプロジェクトの賛同者を募り、複数の人間が参画して源氏物語の鑑

賞に役立つ情報の整備を進めていくための環境も整備しました。

３．プロジェクト概要

まずは、採択の経緯から。 
もともとは、「源氏物語の世界　再編集版」で今後の課題に挙げていた項目をIPAから資金的な援助を得ることで、周囲の協力を取り付けて推進しようと考えて提案したものでした。しかし、採択されたのは、この今後の課題に対してではなくて、これを推進するための仕掛けの整備に対してでした。私が提案したようなコンテンツの整備は、青空文庫でやっているような形でボランティアによる協力者を募って行うべきだというのです。
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つまり、今回のプロジェクトの目標は、ボランティアなどの第三者が、コンテンツを容易に拡張できること、しかも、複数の第三者が独立に拡張作業を行っても、混乱なく、容易にコンテンツが拡張できることになったのです。
次の図は、この目標のイメージを説明したものです。白い部分は、現在の「源氏物語の世界　再編集版」にすでにある部分、水色の部分が、今回の目標とする部分です。
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４．開発内容

４．１ＸＭＬ／ＸＳＬＴとＰＨＰによる実現法

複数の第三者が関与して混乱なく更新できるようにするには、今の「源氏物語の世界　再編集版」のような、バッチの再編集プログラムを実行してすべてを一括生成するような方法ではうまくいきません。できるだけ小さなファイルに小分けして、独立に更新できるようにする必要があります。
いまでも、再編集版は段ごとにファイルが分かれているので、小分けできているように思えますが、段ごとは少々細かすぎます。帖ごとか、若菜のような大きな帖でも章ごと程度が便利だと思います。

また、複数の人が関与するといっても、人によってテーマは違っていることが多いので、テーマごとにファイルは分かれていたほうが便利です。たとえば、輪読会などの進度にあわせて、複数人で手分けしてデータを整備する場合、皆、同じ帖や章を対象にしますが、人によって、注釈を整備する人、現代語訳を整備する人、挿絵などのオブジェクトを整備する人、などに分かれることになるでしょう。そこで、ファイルもこのような分類ごとに分かれている方が望ましいのです。

もともと、渋谷教授のサイトでは、本文、注釈、現代語訳、ローマ字版の4つに分かれていました。それに戻せばよいのでしょうか。

必ずしも、そうではありません。つまり、以下のような条件があるからです。

1. 複数人が関与するので、ファイルは帖/章ごと、かつ、テーマごとに分かれていたほうがよい。 

2. しかし、ブラウザで表示するときは、今の再編集版のように統合して表示したほうが見やすい。 

3. 更新された内容は、自動的に、すみやかに更新されるようにしたい。 

4. クライアントはインストールレスで簡単に使えることが望ましい。 

5. サーバの負荷が重くなりすぎないこと。 

これらを同時に満足する実現方法は、いくつか考えることができると思いますが、私は、これを、XML/XSLTとPHPを使って実現することにしました。
その概略イメージを、次ページの図に示します。

XML・XSLTによる実現イメージ
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この例では、
1. ファイルは本文、現代語訳、与謝野晶子訳、注釈の4種類に分け、それぞれをXML形式で記述します。 

2. ブラウザで表示するときは、HTMLページからリンクされたXML/XSLTと変換スクリプトを実行することによって、 今の再編集版と同様な見やすく統合されたHTMLに変換して表示されます。 

3. したがって、表示するときに、毎回、最新版のXMLファイルをダウンロードしてくるので、更新された内容は、ただちに反映されます。 

4. XML/XSLTはブラウザの標準機能なので、クライアントはインストールレスで簡単に使えます。ただし、開発の都合から、当面は、Internet Explorer 6.0のXML/XSLT仕様に限定して対応します。（IE4.0～5.5でも、MSXML 3.0をリプレースモードでインストールし、さらに、Windows Script 5.6 をインストールすれば使えるかもしれませんが、この条件ではテストしないので、断言できません。） 

5. サーバでは、PHPによって、使用するXMLページへの参照を生成するだけなので、負荷はほとんどかかりません。 

４．２ マルチメディアデータの扱い
次に、挿絵、動画、音声などのマルチメディアオブジェクトの挿入の仕掛けについて説明します。
テキストの場合は、本文と現代語訳などの複数のテキストを如何にして行単位に対応付けるかが課題でしたが、マルチメディアオブジェクトの場合は、どこに何を如何にして挿入するかが課題になります。
HTML形式の再編集版では、このようなオブジェクトとしては、絵入源氏物語の挿絵があるだけでした。その挿絵は、行と行の間に<IMG src=”xxxx.gif”>タグで挿入される形になっており、その挿入位置は、渋谷教授のオリジナルサイトのローマ字版で挿絵が挿入されている位置にあわせてあります。
今回のXML形式の再編集版では、挿絵だけでなく、動画や音声などのHTMLオブジェクトも扱えるようにすることを考えていますが、これは、挿入するタグを<IMG>タグに固定せず、任意のHTMLタグを挿入できるようにすることで実現します。したがって、XMLでは、挿入位置と挿入するHTMLテキストを組にして定義することになります。
今回は、このようなオブジェクトとして、「絵入源氏物語の挿絵」の他に、「ユネスコによる絵入源氏物語の挿絵と解説」の2種類を実現しました。このうち、前者はHTML版同様に<IMG>タグを使いますが、後者は<IFRAME>タグを使ってユネスコのサイトの該当ページに直リンクすることで実現します。そして、そのすぐ下にユネスコのサイトへのリンクを付けて出典を明記し、その位置合わせのために<TABLE>タグを併用します。

参考のため、この2種類のオブジェクトのXMLデータの例を以下に示します。網掛けの部分が挿入位置の定義と、挿入するHTMLテキストです。

(１)「絵入源氏物語の挿絵」のXMLデータの例

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>

<オブジェクト name="絵入源氏物語の挿絵">

<帖 no="01" name="桐壺">

<章 no="1" name="第一章　光る源氏前史の物語">

<段 no="2" name="第二段　御子誕生（一歳）">

<挿絵 no="1">

<![CDATA[<IMG src="../eshibuya/eiri/eiri001.gif"/>
]]><挿入 行="2"/></挿絵></段></章></帖></オブジェクト>

(２)「ユネスコによる絵入源氏物語の挿絵と解説」のXMLデータの例

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS"?>

<オブジェクト name="ユネスコによる絵入源氏物語の挿絵と解説">

<帖 no="01" name="桐壺">

<章 no="1" name="第一章　光る源氏前史の物語">

<段 no="2" name="第二段　御子誕生（一歳）">

<挿絵 no="1">

<![CDATA[<table><tr><td align="right">

<iframe src="http://webworld.unesco.org/genji/jp/part_1/1-1.shtml" width=750 height=424 scrolling=no> </iframe>

<br><small><a href="http://webworld.unesco.org/genji/index.shtml" target="unesco">ユネスコの源氏物語のサイト</a>より</small>

</td></tr></table>
]]><挿入 行="2"/></挿絵></段></章></帖></オブジェクト>
４．３ 再編集仕様の設定

なお、HTMLページでは、XSLTでの再編集処理を制御する以下のようなオプションを指定できるようにしました。


このフォームは、当初のデフォルト状態でのものですが、対照表示するテキストのプルダウンメニュー項目と、リンクするコメント名の一覧、挿入するオブジェクト名の一覧は、新たなテキストやコメント、オブジェクトがアップされたときには自動的に追加されます。
また、リンクの形式の選択項目ですが、Ｖ１では、注釈・出典・校訂はリンク、本文と渋谷栄一訳の和歌は斜体、与謝野晶子訳にはルビ（青空文庫版をもとにしたもののみ）に固定されていましたが、これを選択項目を増やして指定できるようにしたものです。

代わりに、注釈にリンクを選択したら、出典や校訂にはリンクは選べなくなりました。これを許可すると、注釈と出典の間でリンクが競合したときの処理が難しくなるためです。「源氏物語の世界　再編集版」では、注釈・出典・校訂の間で競合したときに、適当に端折って表示するための複雑なロジックを持っていました。今回は、注釈・出典・校訂以外にも自由に追加できることが目標になっているので、それはできません。しかし、リンクの機能は<A>タグ以外のタグを使っても、Javaスクリプトを併用すれば実現できます。むしろ、タグが違えば、競合は問題にならなくなるので、このようにしたものです。

４．３ ボランタリ作業者による与謝野晶子訳の整備

与謝野晶子訳の整備は、当初はこのプロジェクトの課題のひとつとして提案していたのですが、採択の段階で、それは、ボランタリ作業者を募って行うべきだという指針が示され、プロジェクトの課題からははずされました。しかし、与謝野晶子訳の整備には、付録２のようなメリットがあります。

そこで、指針に従い、この与謝野晶子訳を整備してくれるボランタリ作業者を探したところ、若林貴幸さんが、このボランタリ作業をしてくれることになり、本年３月中頃から８月中頃の長きに渡って作業していただきました。
この結果、全５４帖のすべてで突合せ作業は終了し、現在、以下のような状況となりました。
	帖
	プロジェクト開始時の状況
	若林貴幸による
突合せ
	宮脇文経による
最終確認
	インターネット
公開

	第１帖 桐壺　～

第５帖　若紫
	宮脇文経が突合せしたものを公開済み
	-
	-
	済

	第６帖　末摘花　～

第３３帖　藤裏葉
	未着手
	済
	未着手
	未

	第３４帖　若菜上　～

第４１帖　幻
	未着手
	済
	済
	済

	第４２帖　匂兵部卿　～

第４６帖　椎本
	未着手
	済
	未着手
	未

	第４７帖　総角
	宮脇文経が突合せしたものを公開済み
	-
	-
	済

	第４８帖　早蕨
	未着手
	-
	済

（突合せも宮脇文経が実施）
	済

	第４９帖　宿木　～

第５４帖　浮舟
	未着手
	済
	未着手
	未


５．開発成果の特徴

主な成果
以下のようなコンテンツを簡単に追加できる仕掛けを整備できました。
· 挿絵

· 和歌の朗読

· 源氏物語に出てくる雅楽・舞楽などの音声や動画
· 古典貴重本の写真や読み下し文
· オリジナルな現代語訳、面白訳 

· 各場面の解説やあらすじ、注釈など 

· その他
ＸＭＬ版とＨＴＭＬ版の比較
	分類
	項目
	ＸＭＬ版（新）
	ＨＴＭＬ版（旧）

	長所
	新たなテキストやコメント追加
	テキストファイルと簡単な定義ファイルをアップするだけで追加可能
	再編集プログラムの修正が必要。

	
	修正内容の反映
	修正内容をアップするだけでただちに反映される。
	以下の操作が必要。

1 管理者が修正内容を統合

2 再編集プログラムを実行して、全５４帖のデータを再生成する。

3 実行結果（再編集結果）をアップする。

	欠点
	性能
	クライアントマシンのCPUパワーを消費する。
	通常のブラウズと同程度のCPUパワーですむ。

	
	ブラウザ
	Internet Explorer 6.0以降に限定
	Internet Explorer 4.0以降に対応。また、制限つきながら、Netscape 4.7やw3mなども使用可能


６．今後の課題、展望
· ボランティア作業者の勧誘
今回のプロジェクトの目標であった、ボランティアなどの第三者が、コンテンツを容易に拡張できることと、複数の第三者が独立に拡張作業を行っても、混乱なく、容易にコンテンツが拡張できることは、達成されました。しかし、まだ、この第三者に該当する人がいません。今後、このような人をいかにして勧誘するかが大きな課題となっています。
· ユーザ登録、認証、管理、アップロードの仕掛けの整備
実際に第三者が現れたとしても、現状では、まだ、第三者がWebから簡単に登録ということはできません。数ヶ月前までは、sourceForge.jpに本プロジェクトのWebサイトを立て、第三者にもsourceForge.jpのユーザ登録をしていただいてアップロードしていただくことを考えていました。しかし、sourceForge.jpのWebサイトにはSSHでファイルをアップロードする必要があり、しかも、そのSSHの認証基準が極めて厳しく、Windows用の広く使われているSSHツールだけでは簡単にはアップできないことが判明しました。このため、ITに弱い人が多い源氏物語の愛好家たちに、このSSHを使ってもらうことは困難と考えて、sourceForge.jpの利用は断念しました。
この結果、当面は、メールでアップロードファイルを受け取るなど方法をとる必要があります。しかし、これでは、せっかく実現した高い拡張性を損なってしまうことになりかねないので、第三者がWebから簡単にアップできる仕掛け（ユーザ登録、認証、管理、アップロード）の整備を急ぐ必要があります。
· 手入力困難なＸＭＬ属性値の収集ツール
現在、注釈などのXMLには、pos="桁位置"などの手入力困難な属性が入っています。第三者が注釈や解説などをアップする場合、そのXMLファイルは手入力する場合も少なくないと思いますが、そのような場合に備えて、このpos属性などを設定するツールも別途作成する必要があります。
７．実施計画書内容との相違点

	実施計画書の記述
	

	1． 開発準備作業

	· 再編集プログラムのCVS化
	日本のCVSの代表格であるsourceForge.jpに本プロジェクトのWebサイトを立て、第三者にもsourceForge.jpのユーザ登録をしていただいてアップロードしていただくことを考えていたが、「６．今後の課題、展望」で述べたように、SSHの問題から、sourceForge.jpの利用は断念した。

	· 協力者の募集と資料の収集

· Webサイトから一般向けに募る。

· 何人かの研究者などの方には、こちらから声をかけて協力していただけないか打診する。（協力依頼）
· 源氏物語の資料や協力依頼者は多くが京都に集中するため、京都に出張して調査する。
	XMLデータの整備とsourceForge.jpのSSHの調査に予想以上に時間がかかったため、協力者の募集などの時間は十分に避けなかった。
それでも、宮脇清美が地元の知人を訪ね歩いて協力者を探したところ、若林貴幸さんの協力が得られることになり、与謝野晶子訳の整備を行っていただいた。

	· データ構造の整理

再編集プログラムで出力するCSV形式の再編集版のデータ形式を見直し、整理する。特に、渋谷教授による注釈、出典、校訂と、宮脇文経が追加した登場人物情報は、共に見出しとコメントの組とみなすことができ、コメントの記述形式の違いとして整理統合を図る。また、画像（挿絵、本文写真等）や音声（朗読、効果音等）、映像などのマルチメディアコメントの挿入も視野に入れる。
	現在のCSV形式ファイルの情報だけでは情報が不足するため、CSV形式は変更せず、既存の再編集プログラムをHTMLの代わりにXMLを出力するように改造してXMLデータを作成した。

この作業は意外と難航し、当初予想の数倍の時間がかかった。
原因としては、
1 HTMLに比べてXMLは制約が激しく、それに対応するのに意外に時間がかかったこと、

2 従来のHTML版では対象が限定されていたため、入力データ（特に注釈）に多少の不備があってもロジックで補うことができたが、今回は汎用化のために、そのようなことができず、入力データの不備は、すべて、手作業で修正したこと、
3 出力のXML形式を途中で何度も変更したこと、

などがある。

	2． 開発業務
	

	· テキストのＸＭＬ化

CSV形式の再編集版のデータからXML形式の再編集版を出力するプログラムを新規作成する。注釈、出典、校訂、登場人物情報等の見出し範囲が互いに重複し、入れ子関係にならない問題をどう解決するかがポイントになる。


	

	· XSLスタイルシート作成

· IE6用のスタイルシートを作る。（MSXML3.0とIEのDHTMLを多用する見通しのため、IE6に限定する）

· Word 2003用縦書きスタイルシートを検討する。（容易なら作成する）
	IE6用のスタイルシートのみを作成した。

Word 2003用縦書きスタイルシートは、難しい問題が多いことが判明、作成には着手しなかった。（当初予定通り）

	· Webアプリ検討（ニーズや実現方法などを検討する。開発には着手しない）

· 閲覧者による書き込みができるようにする。
· blogサイトなどからのトラックバックを受け付ける機能を追加する。
	sourseForge.jpの利用の当てが外れたため、先に上げた付加機能よりも、基本機能（ユーザ登録、認証、管理、アップロード）の整備を急ぐ必要が判明した。

しかし、開発には未着手。（当初予定通り）


８．開発分担
	宮脇文経
	プログラムの開発

	宮脇清美
	データの整備、ボランタリ作業者の勧誘

	若林貴幸
	ボランタリ作業者として、与謝野晶子訳を本文や渋谷栄一訳と付き合わせる


以上

付録１ 関連Ｗｅｂサイト

○源氏物語の世界　再編集版
	トップ

	http://www.h2.dion.ne.jp/~miyawaki/Genji/

	XML形式
	http://genji.nce.buttobi.net/?redirect=xml


付録２ 与謝野晶子訳を整備する意義について

（１）与謝野晶子の全訳源氏物語の公開テキストについて

与謝野晶子の全訳源氏物語（以下、与謝野晶子訳）は著作権の保護期間が１９９３年に満了しているため、現在、古典総合研究所と青空文庫で全文を公開してくれています。青空文庫のテキストは、古典総合研究所のテキストをベースに、底本の角川文庫の「全訳源氏物語」についていたルビを追加して校正したものです。このページから各帖のテキストをダウンロードして、本文と突合せ、左右対称表示できるようにします。渋谷教授の訳のように本文と完全に対応するわけではありませんが、本文に忠実に訳されているので、かなり良く対応するようです。
（２）与謝野晶子訳と渋谷教授の現代語訳

すでに渋谷教授の現代語訳は本文と対照して読めるようにしてありますが、これに加えて、与謝野晶子訳も対照して読めるようにする理由は、この二つの訳の特性に違いがあるからです。

渋谷教授の現代語訳は本文を解釈するための参考訳として、本文と完全に対応する逐語訳で書かれており、本文、注釈、現代語訳の３者を合わせて読むことで本文の理解を助けるように考慮されています。すなわち、本文に何が書かれているかを現代語訳で理解させ、それを解釈する上での留意点が注釈として書かれています。

これに対して、与謝野晶子訳は小説として通読されることを想定して書かれています。本文に忠実に訳されているといっても、それはストーリーまでで、個々の文章は与謝野晶子流の解釈で現代人に読みやすいように再構成されています。このため、これを渋谷教授の本文、注釈、現代語訳と対照して読めると、以下のようなメリットが得られます。

· 現代人に分かりにくいところは与謝野晶子流の解釈で適宜説明が挿入されています。その説明は渋谷教授の注釈と競合する事も多いのですが、その両方を読むことで本文の理解がより深まります。また、渋谷教授の注釈の無い所に説明が挿入されていることもあります。

· 渋谷教授の現代語訳と読み比べることで、与謝野晶子流の解釈に基づく微妙なニュアンスの違いに気づくことが有り、それが本文の理解をより深めてくれます。

反面、渋谷教授の現代語訳抜きで（注釈と与謝野晶子訳だけで）本文を理解しようとしても、それは難しそうです。与謝野晶子訳では文章は大きく再構成されているため、本文と細部まで対応を取るのが難しいのです。やはり、渋谷教授の注釈と現代語訳で本文に対するある程度の理解を得た上で与謝野晶子訳を読むことで、より一層、理解を深めるという読み方が良いようです。

付録３ 再編集プログラムのV1とV2のイメージ
本プロジェクトでは、XMLで書かれた複数のコンテンツファイルを読み込んで動的に再編集する仕掛けを構築しましたが、この仕掛けを使うには、その入力となるXMLファイルが必要不可欠です。このXMLファイルをボランティア作業だけで整備するのは限界があるので、最初は、やはり、HTML版と同様に、渋谷教授が提供するコンテンツなどから変換して作成する必要があります。
再編集プログラムV2は、このXML形式への変換を実行するプログラムです。これに対して、V1は従来の３つの形式（HTML形式、HTMLヘルプ形式、CSV形式）への変換を実行するプログラムです。
本付録では、この２つの再編集プログラムの内部構造を図解して比較します。

再編集プログラム　Ｖ１のイメージ

















再編集プログラム　Ｖ２のイメージ



XML形式データファイル


(本文：� HYPERLINK "C:\\Genji\\public\\xml\\Genji01\\text01.xml" ��textNN.xml�、注釈・出典・校訂：� HYPERLINK "C:\\Genji\\public\\xml\\Genji01\\notes01.xml" ��notesNN.xml�、�現代語訳：versionNN.xml、与謝野晶子訳：yosanoNN. xml、�ひらがな版：hiraganaNN.xml、目次：indexNN.xml、�挿絵：sashieNN.xml)





XML形式データファイル （追加）


目次とデータ形式をあわせておけば、任意のデータを追加できる。


ルビ


呼称⇒登場人物の対応関係


京大の貴重本写真ページとの対応関係


訳・解説・注釈などの追加


挿絵・動画・音声などの追加





再編集プログラム－３


(makeXml.hta)





XSLT


(細目次用：volindex.xsl)


(統合表示用：combined.xsl)








与謝野晶子訳


(yosanoNN.html)





与謝野晶子訳


（青空文庫版、または、古典総合研究所版）





手作業で変換





画面表示





PHPスクリプト（text/xmlを出力）


(細目次用：volindex.php)


(統合表示用：combined.php)








Internet Explorer 6 


（ IE4以降 ＋ MSXML 3.0� + Windows Script 5.6 も可? ）





この部分をXMLとPHPを使って再編成する。





HTML形式整備済みファイル


(textNN.html、noteNN.html、versionNN.html、romanNN.html)


（フォルダが違うのみでファイル名は同じ）





注釈


(noteNN.html)





現代語訳


(versionNN.html)





ローマ字版


(romanNN.html)





再編集プログラム－１＋α


(makecontents.hta)





本文、出典、校訂


(textNN.html)





渋谷教授作成





ツリービュー目次 XML用


(tree4xml.js)





誤字等修正版





青空文庫版、または、古典総合研究所版の与謝野晶子訳





与謝野晶子訳


(yosanoNN.html)





細目次ページ


(indexNN.html)





V2はこの部分をXMLとPHPで再編成する。





HTML形式整備済みファイル


(textNN.html、noteNN.html、versionNN.html、romanNN.html)


（フォルダが違うのみでファイル名は同じ）





本文、出典、校訂


(textNN.html)





渋谷教授作成





誤字等修正版





全文検索プログラム


(searchGenji.hta)





画面表示





再編集プログラム－２


(makecombinedhtml.hta)





手作業で変換





Internet Explorer 4以降





CSV形式目次


(books.csv、chapters.csv、paragraphs.csv)





CSV形式ファイル


(本文：text.csv、注釈：notes.csv、出典：source.csv、校訂：revice.csv、現代語訳：version.csv、与謝野晶子訳：yosano.csv、ローマ字版：romaji.csv)





全情報統合表示ページ


(帖全体：combinedNN.html) 


(章単位：combinedNN.章.html) 


(段単位：combinedNN.章.段.html)





HTML Helpファイル


(全体：Genji.chm) 


(帖毎：GenjiNN.chm)





ローマ字版


(romanNN.html)





現代語訳


(versionNN.html)





注釈


(noteNN.html)





ツリービュー目次


(tree.js)





再編集プログラム－１


(makecontents.hta)





HTML Help コンパイラ





HTMLヘルププロジェクト


(全体：Genji.hhp、Genji.hhc)


(帖毎：GenjiNN.hhp、GenjiNN.hhc)





新たなテキストをアップロードすると、このプルダウンメニューに対応する選択項目が自動的に追加される。�（PHPスクリプト）





新たなコメントをアップロードすると、この部分に対応する行が自動的に追加される。（PHPスクリプト）





	<xml>


	XSLTで処理するときのオプション情報


	</xml>


	<xml src="text01.xml"/>


	<xml src="version01.xml"/>


	<xml src="yosano01.xml"/>


	<xml src="notes01.xml"/>





�





<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?>


<テキスト name ="本文">


<帖 no="01" name="桐壺">


<章 no="1" name="第一章　光る源氏前史の物語">


<段 no="1" name="第一段　父帝と母桐壺更衣の物語">


<行 no="1">いづれの御時にか、女御、更衣あまたさぶらひたまひけるなかに、いとやむごとなき際にはあらぬが、すぐれて時めきたまふありけり。</行>


<行 no="2">はじめより我はと思ひ上がりたまへる御方がた、めざましきものにおとしめ嫉みたまふ。





<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?>


<テキスト name ="渋谷栄一訳">


<帖 no="01" name="桐壺">


<章 no="1" name="第一章　光る源氏前史の物語">


<段 no="1" name="第一段　父帝と母桐壺更衣の物語">


<行 no="1">どの帝の御代であったか、女御や更衣が大勢お仕えなさっていたなかに、たいして高貴な身分ではない方で、きわだって御寵愛をあつめていらっしゃる方があった。</行>


<行 no="2">最初から自分こそはと気位い高くいらっしゃった女御方は、不愉快な者だと見くだしたり嫉んだりなさる。





<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?>


<テキスト name ="与謝野晶子訳">


<帖 no="01" name="桐壺">


<章 no="1" name="第一章　光る源氏前史の物語">


<段 no="1" name="第一段　父帝と母桐壺更衣の物語">


<行 no="1">どの天皇様の御代であったか、女御とか更衣とかいわれる後宮がおおぜいいた中に、最上の貴族出身ではないが深い御愛寵を得ている人があった。</行>


<行 no="2">最初から自分こそはという自信と、親兄弟の勢力に恃む所があって宮中にはいった女御たちからは失敬な女としてねたまれた。





<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?>


<コメント>


<帖 no="01" name="桐壺" type="コメント:注釈">


<章 no="1" name="第一章　光る源氏前史の物語">


<段 no="1" name="第一段　父帝と母桐壺更衣の物語">


<注釈 id="注釈1" pos="1:0-8" kw="いづれの御時にか">「御」は「おほむ」と読む。「御　オヽム　オホム」（色葉字類抄〔院政期〕）。「御時」は、ご治世の意味。「帝の」の意が省略されている。係助詞「か」（疑問の意、自問のニュアンス）は下に「ありけむ」などの語句が省略された形。 </注釈>


<注釈 id="注釈2" pos="1:9-14" kw="女御、更衣">この物語では、「女御（にようご）」は大臣（従二位）や親王の娘が、「更衣（かうい）」には大納言（正三位）以下の殿上人（昇殿を許された五位及び六位蔵人）以上の娘がなる。皇后または中宮について触れられていないことは、まだそれが空位であることをほのめかす。 </注釈>





XML





１つに連結されたXML





� HYPERLINK "C:\\Genji\\public\\xml\\_Test\\combine.xml" ��１つに�連結�








combine.xslt


(複数のテキストを対照表示したり、テキスト中の見出し語から対応するコメントへリンクを張ったりするXMLスタイルシート











XSLT�適用





表示用のHTML


(DHTMLスクリプトを含む)





HTML 





Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Explorerのデータアイランド機能をつかって、HTML内にXMLを取り込む。





<xml id=”xslt” src=”combine.xslt”/>





Ｊａｖａスクリプトで、複数のデータアイランドのXMLを１つに連結する。





<script>


変換処理スクリプト


</script>





<div id=”div4Display>


表示領域


</div>





XSLT





<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?>


<記述内容>


<コメント for="本文" name="渋谷栄一による注釈・出典・校訂">


<注釈 name="渋谷栄一による注釈"/>


<出典 name="渋谷栄一による出典"/>


<校訂 name="渋谷栄一による校訂"/>


<詞   name="詞"/>


<和歌 name="和歌"/>


</コメント>


</記述内容>
























































� 本文の朗読には、まだ、対応できません。カラオケのように朗読の進度にあわせて本文をハイライトするような機能が無いためです。和歌の朗読なら、和歌の上の句の行の直前に朗読ボタンをオブジェクトとして挿入することで実現できます。
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